
　

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
以

下
、「
バ
ー
ゼ
ル
委
」）
は
２
０
０
７

〜
08
年
の
金
融
危
機
に
お
い
て
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
の
リ
ス
ク
が
十
分

に
捕
捉
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

ふ
ま
え
、
09
年
７
月
に
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
勘
定
に
お
け
る
リ
ス
ク
捕
捉
の

強
化（
い
わ
ゆ
る
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
）

を
公
表
し
た
。

　

し
か
し
、
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
は
危

機
へ
の
応
急
措
置
的
な
も
の
で
あ
っ

た
た
め
、
バ
ー
ゼ
ル
委
で
は
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
勘
定
の
抜
本
的
見
直
し
の

議
論
を
進
め
て
き
た
。
と
く
に
現
行

の
標
準
的
方
式
に
つ
い
て
は
、
リ
ス

ク
感
応
度
が
低
い
、
分
散
効
果
の
認

識
が
限
定
的
、
複
雑
な
商
品
の
リ
ス

ク
捕
捉
が
不
十
分
と
い
っ
た
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
標
準
的
方
式
と

し
て
、
13
年
10
月
公
表
の
第
２
次
市

中
協
議
文
書
で
は
個
別
商
品
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
年
限
別
の
グ
リ
ッ

ド
に
分
解
す
る
方
式
が
提
案
さ
れ
て

い
た
が
、
昨
年
12
月
公
表
の
３
回
目

の
市
中
協
議
文
書
で
は
新
た
に
リ
ス

ク
感
応
度
方
式
（
Ｓ
Ｂ
Ａ
：Sensi-

tivity B
ased A

pproach

）
が
提
案

さ
れ
た
。
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
大
き
な
特
徴
は
、

金
融
機
関
が
リ
ス
ク
管
理
の
実
務
で

用
い
て
い
る
リ
ス
ク
感
応
度
（
リ
ス

ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
変
動
に
対
す
る
価

格
変
動
を
表
わ
す
指
標
）
を
使
用
す

る
点
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｂ
Ａ
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス

ク
を
一
般
金
利
リ
ス
ク
、
信
用
ス
プ

レ
ッ
ド
リ
ス
ク
、
株
式
リ
ス
ク
、
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ク
、
外
国
為
替
リ

ス
ク
の
五
つ
の
資
産
ク
ラ
ス
に
分
類

し
、
各
資
産
ク
ラ
ス
の
資
本
賦
課
額

の
合
計
に
よ
り
総
資
本
賦
課
額
を
計

算
す
る
。
ま
た
、
市
場
変
動
に
よ
っ

て
と
ら
え
ら
れ
な
い
デ
フ
ォ
ル
ト
リ

ス
ク
は
、
Ｓ
Ｂ
Ａ
と
は
別
の
計
測
手

法
に
よ
り
捕
捉
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

　

各
資
産
ク
ラ
ス
の
資
本
賦
課
額
は
、

デ
ル
タ
リ
ス
ク
（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ

ー
に
よ
る
一
次
変
化
）、
ベ
ガ
リ
ス

ク
（
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
に
よ
る
一
次

変
化
）、
カ
ー
ベ
チ
ャ
ー
リ
ス
ク

（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
る
高
次

変
化
）
の
合
計
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。

ベ
ガ
リ
ス
ク
と
カ
ー
ベ
チ
ャ
ー
リ
ス

ク
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
非
線
形
商

品
の
み
が
計
算
対
象
に
な
る
。
金
融

機
関
の
算
定
す
る
リ
ス
ク
感
応
度
と
、

バ
ー
ゼ
ル
委
が
設
定
す
る
リ
ス
ク
ウ

ェ
イ
ト
と
相
関
係
数
の
三
つ
を
イ
ン

プ
ッ
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
、
所
定
の

計
算
式
に
よ
り
資
本
賦
課
額
の
計
算

を
行
う
。

　

Ｓ
Ｂ
Ａ
は
、
標
準
的
方
式
を
内
部

モ
デ
ル
の
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
と
す
べ

く
、
リ
ス
ク
感
応
度
の
向
上
に
重
点

を
お
い
て
設
計
さ
れ
て
き
た
。
多
様

な
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
採
用
や
、

相
関
係
数
を
通
じ
た
ベ
ー
シ
ス
リ
ス

ク
の
捕
捉
に
よ
り
、
よ
り
複
雑
な
商

品
に
も
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
で
、
リ
ス
ク
感
応
度
は
各
金
融

機
関
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
モ
デ
ル
に
依

存
す
る
た
め
、
計
算
方
法
の
簡
素
化

や
比
較
可
能
性
を
ど
う
確
保
す
る
か

が
今
後
の
最
終
化
に
向
け
た
課
題
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

内
部
モ
デ
ル
採
用
行
は
デ
ス
ク
ご

と
に
モ
デ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評

価
が
求
め
ら
れ
、
要
件
を
満
た
さ
な

い
デ
ス
ク
は
標
準
的
方
式
の
使
用
が

強
制
さ
れ
る
。
直
近
の
資
本
フ
ロ
ア

の
議
論
等
も
ふ
ま
え
る
と
、
今
後
、

Ｓ
Ｂ
Ａ
の
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
や
相
関

係
数
が
ど
の
よ
う
な
水
準
に
設
定
さ

れ
る
か
が
内
部
モ
デ
ル
採
用
行
に
と

っ
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

（
本
稿
に
お
け
る
意
見
は
執
筆
者
の
個

人
的
見
解
で
あ
り
、
必
ず
し
も
金
融
庁

・
日
本
銀
行
の
公
式
な
見
解
を
表
わ
す

も
の
で
は
な
い
。）
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